
(57)【要約】

【課題】面光源ユニットを備えた表示装置において、利

用されないで残される空間を削減し、小型・薄型化を図

ることができ、輝度むらを減少させることができる表示

装置を提供する。

【解決手段】液晶パネル１２２は、表示領域１３０と、

表示領域１３０の対向する２つの辺１２６のそれぞれに

沿って形成された周辺回路領域１２３と、表示領域１３

０の他の辺１２７に沿って形成され周辺回路領域１２３

とほぼ直交する周辺回路領域１２４と、周辺回路領域１

２４に沿って形成された端子部２３を備える。バックラ

イトユニット４０は、導光板４４と、導光板４４の一端

面に沿って配置された蛍光管５０とを備える。蛍光管５

０は、殆ど発光しない無発光領域１２５を両端部に有し

、平面視において、表示領域１３０の辺１２６とほぼ直

交し、かつ、周辺回路領域１２３を長さ方向に延長した

位置に無発光領域１２５が位置する状態で、端子部２３

の背面側に配置されている。

【選択図】図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示
装 置 で あ っ て 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル は 表 示 領 域 の ４ 辺 の う ち の １ 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 端 子 部 を 備 え 、
　 前 記 面 光 源 ユ ニ ッ ト は 導 光 板 と 、 前 記 導 光 板 の 一 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 光 源 と 、 を 備
え 、
　 前 記 光 源 は 前 記 １ 辺 に 沿 う と と も に 前 記 端 子 部 の 背 面 側 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ４ 辺 の う ち の 前 記 １ 辺 に 隣 接 す る 辺 に 沿 っ て 周 辺 回 路 を 設 け 、 前 記 周 辺 回 路 領 域 の
延 長 線 上 は 前 記 １ 辺 の う ち の 前 記 光 源 の 無 発 光 領 域 で あ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示
装 置 で あ っ て 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 の １ 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 第 １ の 周 辺 回
路 領 域 と 、 前 記 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 端 子 部 を 備 え 、
　 前 記 面 光 源 ユ ニ ッ ト は 導 光 板 と 、 前 記 導 光 板 の 一 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 光 源 と 、 を 備
え 、
　 前 記 光 源 は 前 記 １ 辺 に 沿 う と と も に 前 記 端 子 部 の 背 面 側 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 の ４ 辺 の う ち の 前 記 １ 辺 に 隣 接 す る 辺 に 沿 っ て 第 ２ の 周 辺 回
路 領 域 を 設 け 、
　 前 記 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 は 、 前 記 端 子 部 と 前 記 表 示 領 域 の 間 で あ っ て 、 前 記 導 光 板 の 端
部 に 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 周 辺 回 路 領 域 の 延 長 上 は 前 記 １ 辺 の う ち の 前 記 光 源 の 無 発 光 領 域 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 装 置 を 表 示 手 段 と し て 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子
機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 面 光 源 ユ ニ ッ ト を 備 え る 表 示 装 置 お よ び そ れ を 用 い た 電 子 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 機 器 、 特 に 携 帯 型 の 電 子 機 器 に お い て は 、 小 型 化 や 薄 型 化 が ま す ま す 進 む 傾 向 に あ
る 。 ま た 、 電 子 機 器 は 、 そ の 表 示 部 と し て 表 示 装 置 が 一 体 と し て 形 成 さ れ て い る こ と が 多
い 。 そ の よ う な 表 示 装 置 と し て 、 表 示 パ ネ ル と 面 光 源 ユ ニ ッ ト と を 組 み 合 わ せ て 形 成 さ れ
る 表 示 装 置 、 例 え ば 透 過 型 の 液 晶 表 示 装 置 が 用 い ら れ る こ と も 多 い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 表 示 パ ネ ル と 面 光 源 ユ ニ ッ ト と を 用 い て 形 成 さ れ る 表 示 装 置 に お い て は 、 そ
れ ら が 平 面 視 に お い て 完 全 に は 同 一 形 状 で は な い こ と も あ っ て 、 利 用 さ れ な い 空 間 が 発 生
し や す い 。 し た が っ て 、 表 示 パ ネ ル と 面 光 源 ユ ニ ッ ト と を 組 み 合 わ せ た 表 示 装 置 を 、 小 型
化 や 薄 型 化 が 重 視 さ れ る 電 子 機 器 に 用 い る 場 合 に は 、 利 用 さ れ な い 空 間 が 可 能 な 限 り 発 生
し な い よ う に 、 特 に 工 夫 し た 設 計 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 面 光 源 ユ ニ ッ ト と し て 一 般 的 に 用 い ら れ る も の の 一 つ に 、 導 光 板 の 一 端 面 に 沿 っ
て 光 源 を 配 置 し て 形 成 さ れ た も の が あ る 。 そ の よ う な 面 光 源 ユ ニ ッ ト に お い て は 、 光 源 に
近 い 導 光 板 の 領 域 か ら 放 射 さ れ る 光 に 顕 著 な 輝 度 む ら が 見 ら れ る こ と が 多 い と い う 問 題 が
あ る 。 さ ら に 、 こ の よ う な 面 光 源 ユ ニ ッ ト に お い て 光 源 と し て 蛍 光 管 を 用 い る と 、 蛍 光 管
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の 両 端 部 に 殆 ど 発 光 の な い 領 域 が 存 在 す る こ と に 付 随 し て 、 そ の 領 域 に 対 応 す る 導 光 板 の
位 置 か ら の 発 光 量 が 少 な く な っ て し ま い 、 輝 度 む ら の 原 因 と な る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 以 下 の 少 な く
と も い ず れ か の 作 用 効 果 を 有 す る 表 示 装 置 お よ び そ れ を 用 い た 電 子 機 器 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 １ ） 　 面 光 源 ユ ニ ッ ト を 備 え た 表 示 装 置 に お い て 、 利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減
し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ２ ） 　 面 光 源 ユ ニ ッ ト を 備 え た 表 示 装 置 に お い て 、 輝 度 む ら を 減 少 さ せ る こ と が で き る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源
ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 表 示 領 域 の ４ 辺 の う ち の １ 辺
に 沿 っ て 形 成 さ れ た 端 子 部 を 備 え 、 前 記 面 光 源 ユ ニ ッ ト は 導 光 板 と 、 前 記 導 光 板 の 一 端 面
に 沿 っ て 配 置 さ れ た 光 源 と 、 を 備 え 、 前 記 光 源 は 前 記 １ 辺 に 沿 う と と も に 前 記 端 子 部 の 背
面 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 ４ 辺 の う ち の 前 記 １ 辺 に 隣 接 す る 辺 に 沿 っ て 周 辺 回 路 を 設 け 、 前 記
周 辺 回 路 領 域 の 延 長 線 上 は 前 記 １ 辺 の う ち の 前 記 光 源 の 無 発 光 領 域 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源
ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域
の １ 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 と 、 前 記 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 に 沿 っ て 形 成
さ れ た 端 子 部 を 備 え 、 前 記 面 光 源 ユ ニ ッ ト は 導 光 板 と 、 前 記 導 光 板 の 一 端 面 に 沿 っ て 配 置
さ れ た 光 源 と 、 を 備 え 、 前 記 光 源 は 前 記 １ 辺 に 沿 う と と も に 前 記 端 子 部 の 背 面 側 に 配 置 さ
れ 、 前 記 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 の ４ 辺 の う ち の 前 記 １ 辺 に 隣 接 す る 辺 に 沿 っ て 第 ２ の 周 辺
回 路 領 域 を 設 け 、 前 記 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 は 、 前 記 端 子 部 と 前 記 表 示 領 域 の 間 で あ っ て 、
前 記 導 光 板 の 端 部 に 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 周 辺 回 路 領 域 の 延 長 上 は 前 記 １ 辺
の う ち の 前 記 光 源 の 無 発 光 領 域 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源
ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 表 示 パ ネ ル の 表 示 部 の
一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 周 辺 回 路 領 域 と 、 前 記 周 辺 回 路 領 域 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 端 子 部 を
備 え 、 前 記 面 光 源 ユ ニ ッ ト は 導 光 板 と 、 前 記 導 光 板 の 一 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 光 源 と 、
を 備 え 、 前 記 光 源 は 、 前 記 端 子 部 の 背 面 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 周 辺 回 路 領 域 は 、 前 記 端 子 と
表 示 部 の 間 で あ っ て 、 前 記 導 光 板 の 端 部 に 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 線 光 源 か ら 近 い 部 分 の 導 光 板 か ら 放 射 さ れ る 光 は 輝 度 む ら が 大 き い 傾
向 が あ る が 、 線 光 源 に 最 も 近 い 部 分 の 導 光 板 の 領 域 に は 表 示 パ ネ ル の 周 辺 回 路 領 域 が 対 応
す る た め 、 表 示 領 域 に お い て は 輝 度 む ら を 小 さ く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源
ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 表 示 パ ネ ル の 表 示 部 の
一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 周 辺 回 路 領 域 と 、 前 記 周 辺 回 路 領 域 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 端 子 部 を
備 え 、 前 記 面 光 源 ユ ニ ッ ト は 導 光 板 と 、 前 記 導 光 板 の 一 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 光 源 と 、
を 備 え 、 前 記 光 源 は 、 前 記 周 辺 回 路 領 域 と 前 記 端 子 部 の 背 面 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 周 辺 回 路
領 域 は 、 前 記 端 子 と 表 示 部 の 間 で あ っ て 、 前 記 導 光 板 の 端 部 に 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い
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る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 線 光 源 か ら 近 い 部 分 の 導 光 板 か ら 放 射 さ れ る 光 は 輝 度 む ら が 大 き い 傾
向 が あ る が 、 線 光 源 に 最 も 近 い 部 分 の 導 光 板 の 領 域 に は 表 示 パ ネ ル の 周 辺 回 路 領 域 が 対 応
す る た め 、 表 示 領 域 に お い て は 輝 度 む ら を 小 さ く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源
ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 表 示 パ ネ ル の 一 辺 に 沿
っ て 形 成 さ れ た 端 子 部 を 備 え 、 前 記 面 光 源 ユ ニ ッ ト は 、 導 光 板 と 、 前 記 導 光 板 の 一 端 面 に
沿 っ て 配 置 さ れ た 光 源 と 、 を 備 え 、 前 記 光 源 は 、 前 記 端 子 部 の 背 面 側 に 配 置 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 パ ネ ル の 端 子 部 の 背 面 側 に 面 光 源 ユ ニ ッ ト の 光 源 が 配 置 さ れ て い
る た め 、 空 間 と し て 残 さ れ が ち な 端 子 部 背 面 側 の 空 間 を 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た
が っ て 、 面 光 源 ユ ニ ッ ト を 備 え た 表 示 装 置 に お い て 、 利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減
し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源
ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 表 示 領 域 と 、 前 記 表 示 領 域
の 一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 周 辺 回 路 領 域 と 、 を 備 え 、 前 記 面 光 源 ユ ニ ッ ト は 、 導 光 板 と 、
前 記 導 光 板 の 一 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 光 源 と 、 を 備 え 、 前 記 光 源 は 、 前 記 周 辺 回 路 領 域
の 背 面 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 の 一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 周 辺 回 路 領 域 の 背 面
側 の 空 間 を 利 用 し て 面 光 源 ユ ニ ッ ト の 光 源 が 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 面 光 源 ユ ニ ッ
ト を 備 え た 表 示 装 置 に お い て 、 利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減 し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源
ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 表 示 領 域 と 、 前 記 表 示 領 域
の 一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 周 辺 回 路 領 域 と 、 前 記 周 辺 回 路 領 域 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 端 子 部
と を 備 え 、 前 記 面 光 源 ユ ニ ッ ト は 、 導 光 板 と 、 前 記 導 光 板 の 一 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 光
源 と 、 を 備 え 、 前 記 光 源 は 、 前 記 端 子 部 の 背 面 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 パ ネ ル の 端 子 部 の 背 面 側 に 面 光 源 ユ ニ ッ ト の 光 源 が 配 置 さ れ て い
る た め 、 空 間 と し て 残 さ れ が ち な 端 子 部 背 面 側 の 空 間 を 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た
が っ て 、 面 光 源 ユ ニ ッ ト を 備 え た 表 示 装 置 に お い て 、 利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減
し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 光 源 か ら 近 い 部 分 の 導 光 板 か ら 放 射 さ れ る 光 は 輝 度 む ら が 大 き い 傾 向 が あ る が 、
光 源 に 最 も 近 い 部 分 の 導 光 板 の 領 域 に は 表 示 パ ネ ル の 周 辺 回 路 領 域 が 対 応 す る こ と に な る
た め 、 表 示 領 域 に お い て は 輝 度 む ら を 小 さ く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 向 け て 光 を 放 射 す る 面 光 源
ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 表 示 領 域 と 、 前 記 表 示 領 域
の 対 向 す る 二 辺 の そ れ ぞ れ に 沿 っ て 形 成 さ れ た 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 と 、 を 備 え 、 前 記 面 光
源 ユ ニ ッ ト は 、 導 光 板 と 、 前 記 導 光 板 の 一 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 線 光 源 と 、 を 備 え 、 前
記 線 光 源 は 、 殆 ど 発 光 し な い 無 発 光 領 域 を 両 端 部 に 有 し 、 平 面 視 に お い て 、 前 記 表 示 領 域
の 前 記 二 辺 と 交 差 し 、 か つ 、 前 記 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 を 長 さ 方 向 に 延 長 し た 位 置 に 前 記 無
発 光 領 域 が 位 置 す る よ う に 、 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 パ ネ ル に お い て 表 示 領 域 の 対 向 す る 二 辺 に 沿 っ て 第 １ の 周 辺 回 路
領 域 が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 を そ の 長 さ 方 向 に 延 長 し た 位 置 に 面 光 源 ユ ニ
ッ ト の 線 光 源 の 無 発 光 領 域 が 位 置 す る よ う に 線 光 源 ユ ニ ッ ト が 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ
て 、 線 光 源 の 無 発 光 領 域 に 対 応 す る た め 、 光 の 放 射 量 が 少 な い 導 光 板 の 領 域 は 、 第 １ の 周
辺 回 路 領 域 に 対 し て 光 を 放 射 す る 領 域 と な る 。 そ の た め 、 線 光 源 に お け る 無 発 光 領 域 の 存
在 の た め に 、 表 示 領 域 に 対 応 す る 導 光 板 の 領 域 か ら の 光 の 放 射 量 が 影 響 を 受 け る こ と は 殆
ど な い 。 そ の 結 果 、 輝 度 む ら の 少 な い 表 示 装 置 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 の 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 表 示 領 域 の 他 の 一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ
、 前 記 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 と 交 差 す る 第 ２ の 周 辺 回 路 領 域 を 備 え 、 前 記 線 光 源 は 、 前 記 第
２ の 周 辺 回 路 領 域 の 背 面 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 の 他 の 一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 第 ２ の 周 辺 回 路
領 域 の 背 面 側 の 空 間 を 利 用 し て 面 光 源 ユ ニ ッ ト の 線 光 源 が 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、
面 光 源 ユ ニ ッ ト を 備 え た 表 示 装 置 に お い て 、 利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減 し 、 小 型
・ 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 の 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 表 示 領 域 の 他 の 一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ
、 前 記 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 と 交 差 す る 端 子 部 を 備 え 、 前 記 線 光 源 は 、 前 記 端 子 部 の 背 面 側
に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 パ ネ ル の 端 子 部 の 背 面 側 に 面 光 源 ユ ニ ッ ト の 線 光 源 が 配 置 さ れ て
い る た め 、 空 間 と し て 残 さ れ が ち な 端 子 部 背 面 側 の 空 間 を 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 し
た が っ て 、 面 光 源 ユ ニ ッ ト を 備 え た 表 示 装 置 に お い て 、 利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削
減 し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 表 示 装 置 の 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 表 示 領 域 の 他 の 一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ
、 前 記 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 と ほ ぼ 直 交 す る 第 ２ の 周 辺 回 路 領 域 と 、 前 記 第 ２ の 周 辺 回 路 領
域 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 端 子 部 と 、 を 備 え 、 前 記 線 光 源 は 、 前 記 端 子 部 の 背 面 側 に 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 パ ネ ル の 端 子 部 の 背 面 側 に 面 光 源 ユ ニ ッ ト の 線 光 源 が 配 置 さ れ て
い る た め 、 空 間 と し て 残 さ れ が ち な 端 子 部 背 面 側 の 空 間 を 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 し
た が っ て 、 面 光 源 ユ ニ ッ ト を 備 え た 表 示 装 置 に お い て 、 利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削
減 し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 線 光 源 か ら 近 い 部 分 の 導 光 板 か ら 放 射 さ れ る 光 は 輝 度 む ら が 大 き い 傾 向 が あ る が
、 線 光 源 に 最 も 近 い 部 分 の 導 光 板 の 領 域 に は 表 示 パ ネ ル の 周 辺 回 路 領 域 が 対 応 す る た め 、
表 示 領 域 に お い て は 輝 度 む ら を 小 さ く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 子 機 器 は 、 前 記 い ず れ か の 表 示 装 置 を 表 示 手 段 と し て 有 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 空 間 を 有 効 に 利 用 す る こ と に よ っ て 小 型 ・ 薄 型 化 さ れ た 電 子 機 器 が 得
ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 さ ら に 具 体 的 に 説 明 す
る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ． 　 ＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞
  １ ． １ 　 表 示 装 置
  図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 表 示 装 置 と し て の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ を 模 式 的 に 示 す 分 解 斜 視 図 で
あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ は 、 表 示 パ ネ ル と し て の 液 晶
パ ネ ル １ ４ と 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 背 面 側 に 配 置 さ れ る 面 光 源 ユ ニ ッ ト と し て の バ ッ ク ラ イ
ト ユ ニ ッ ト ４ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ は 、 上 述 し た 各 部 を 保 護 し て 所 定 の 位 置 関 係 に 保 つ 枠 部 材 と
し て 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 前 面 側 に 配 置 さ れ る パ ネ ル 固 定 枠 １ ２ と 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ と バ ッ
ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ （ 面 光 源 ユ ニ ッ ト ） と の 間 に 配 置 さ れ る ス ペ ー サ ３ ０ と 、 バ ッ ク ラ
イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ の 一 部 で あ る 導 光 板 ４ ４ の 背 面 側 に 配 置 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト 固 定 枠 ５ ６
と を 備 え て い る 。 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト 固 定 枠 ５ ６ に は 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ の 光 源
と し て の 蛍 光 管 ５ ０ を 覆 う リ フ レ ク タ ６ ６ が 一 体 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ ４ は 、 図 １ に 示 し た よ う に パ ネ ル 固 定 枠 １ ２ と ス ペ ー サ ３ ０ と の 間 に 配 置
さ れ る 。 液 晶 パ ネ ル １ ４ は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ と 対 向 基 板 ２ ４ と の 間 に 液 晶
が 封 入 さ れ 、 そ れ ら 基 板 １ ５ ， ２ ４ の 外 面 側 に 偏 光 板 ３ ３ （ 背 面 側 の 偏 光 板 ３ ２ は 図 １ に
お い て 図 示 せ ず ） が 貼 付 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ は そ の 一 辺 に 沿
っ て 端 子 部 ２ ３ を 備 え て お り 、 端 子 部 ２ ３ に は 配 線 基 板 ３ ４ （ 図 ２ 参 照 ） 例 え ば 可 撓 性 配
線 基 板 （ Ｆ Ｐ Ｃ ） が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ （ Ａ ） は 液 晶 パ ネ ル １ ４ と バ ッ ク ラ イ ト ４ ０ と を 示 す 模 式 的 な 平 面 図 で あ り 、 図 ２
（ Ｂ ） は 図 ２ （ Ａ ） に 描 い た 線 Ｌ － Ｍ に 沿 っ た 位 置 に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 ２ （ Ａ ） に
示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ は 、 表 示 領 域 １ ３ ０ と 、 表 示 領 域 １ ３ ０ の 周 囲 に 形 成 さ れ た
周 辺 回 路 領 域 １ ７ ０ と を 備 え て 形 成 さ れ て い る 。 周 辺 回 路 領 域 １ ７ ０ に は 、 例 え ば ア ク テ
ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 層 に 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 各 画 素 を 駆
動 す る 駆 動 回 路 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ に 表 示 す る 画 像 情 報 を 生 成 す る 信 号 回 路 、 お よ び 検 査 回
路 な ど の 少 な く と も い ず れ か が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 面 光 源 ユ ニ ッ ト と し て の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ は 、 図 １ に 示 し た よ う に ス ペ ー サ ３
０ と バ ッ ク ラ イ ト 固 定 枠 ５ ６ と の 間 に 配 置 さ れ る 。 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ は 、 光 源 と
し て の 蛍 光 管 ５ ０ 、 導 光 板 ４ ４ 、 レ ン ズ シ ー ト ４ ２ 、 バ ッ ク ラ イ ト 固 定 枠 ５ ６ 、 お よ び リ
フ レ ク タ ６ ６ を 備 え て 形 成 さ れ て い る 。 蛍 光 管 ５ ０ に は 所 定 電 圧 の 電 源 を 接 続 す る た め の
接 続 部 ５ １ を 介 し て イ ン バ ー タ （ 図 示 せ ず ） の 出 力 が 接 続 さ れ る 。 導 光 板 ４ ４ は 、 そ の 端
面 ４ ５ に 沿 っ て ほ ぼ 接 す る 状 態 で 光 源 と し て の 蛍 光 管 ５ ０ が 配 置 さ れ 、 蛍 光 管 ５ ０ か ら の
光 を 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 全 表 示 領 域 に 向 け て 導 く 。 な お 、 図 ２ （ Ａ ） に お い て は 、 図 示 の 明
確 化 の た め 、 便 宜 的 に 導 光 板 ４ ４ が 蛍 光 管 ５ ０ と は 幾 分 離 れ た 状 態 と し て 描 い て あ る 。 導
光 板 ４ ４ は 、 端 子 部 ２ ３ を 除 く 液 晶 パ ネ ル の 平 面 形 状 に ほ ぼ 対 応 し た 平 面 形 状 を 備 え て い
る 。 導 光 板 ４ ４ は 、 例 え ば 蛍 光 管 ５ ０ の 側 に お い て 厚 さ が 厚 い 、 く さ び 状 の 断 面 形 状 に 形
成 さ れ て い る 。 導 光 板 ４ ４ が こ の よ う な 形 状 を 備 え る こ と に よ っ て 、 導 光 板 ４ ４ か ら 液 晶
パ ネ ル １ ４ に 向 け て 放 射 さ れ る 光 量 が 蛍 光 管 ５ ０ の 付 近 と 蛍 光 管 ５ ０ か ら 離 れ た 位 置 と で
均 一 化 さ れ る 。 レ ン ズ シ ー ト ４ ２ は 、 導 光 板 ４ ４ の 前 面 側 に 配 置 さ れ て 光 利 用 効 率 を 向 上
さ せ る 。 そ し て 、 リ フ レ ク タ ６ ６ は 、 蛍 光 管 ５ ０ の 周 囲 を 導 光 板 ４ ４ の 側 を 除 い て 覆 い 、
蛍 光 管 ５ ０ か ら の 光 を 導 光 板 ４ ４ に 向 け て 反 射 す る 。 イ ン バ ー タ は 、 バ ッ ク ラ イ ト 固 定 枠
５ ６ の 背 面 側 に 配 置 さ れ 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ の 蛍 光 管 ５ ０ に 電 力 を 供 給 す る 。 イ
ン バ ー タ は 、 例 え ば 入 力 さ れ た ５ Ｖ の 直 流 電 圧 を 、 ２ ５ ０ Ｖ 、 １ ０ ０ ｋ Ｈ ｚ の 交 流 電 圧 と
し て 出 力 し て 蛍 光 管 ５ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 図 ２ （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 光 源 と し て の 蛍 光 管 ５ ０ は 、 液 晶 パ ネ
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ル １ ４ の 端 子 部 ２ ３ の 背 面 側 に 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ に お い て
、 端 子 部 ２ ３ の 背 面 側 が 利 用 さ れ な い 空 間 と し て 残 る こ と が な い 。 そ の 結 果 、 利 用 さ れ な
い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減 し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 平 面 視 に お
い て 表 示 パ ネ ル １ ４ か ら は み 出 す こ と な く 蛍 光 管 ５ ０ を 配 置 す れ ば 、 蛍 光 管 ５ ０ の 付 近 が
利 用 さ れ な い 空 間 と し て 残 る こ と も な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ に お い て は 、 表 示 領 域 １ ３ ０ と 端 子 部 ２ ３ と の 間 に 周 辺 回 路 領
域 １ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 導 光 板 ４ ４ は 表 示 領 域 １ ３ ０ お よ び 周 辺 回 路 領 域 １
７ ０ を 含 む 領 域 の 背 面 側 全 体 に 位 置 し て 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 蛍 光 管 ５ ０ に 最 も 近
い 領 域 の 導 光 板 ４ ４ は 周 辺 回 路 領 域 １ ７ ０ の 背 面 側 に 位 置 す る こ と に な る 。 そ の た め 、 蛍
光 管 ５ ０ に 近 い 領 域 の 導 光 板 ４ ４ か ら 放 射 さ れ る 、 輝 度 む ら が 大 き い 傾 向 を 持 つ 光 は 、 周
辺 回 路 領 域 １ ７ ０ に 対 し て 放 射 さ れ 、 表 示 領 域 １ ３ ０ に 対 し て は 放 射 さ れ な い 。 そ の 結 果
、 表 示 領 域 １ ３ ０ に お け る 輝 度 む ら を 小 さ く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 パ ネ ル 固 定 枠 １ ２ は 、 枠 部 １ ２ ａ と 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 表 示 領 域 に 対 応 し た 大 き さ の 表
示 窓 １ ３ と を 備 え 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ を 前 面 側 か ら 固 定 し 物 理 的 に 保 護 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス ペ ー サ ３ ０ は 、 枠 部 ３ ０ ａ を 備 え 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ と バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ と の
間 に 配 置 さ れ て 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ を 背 面 側 か ら 固 定 し 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ を 前 面
側 か ら 固 定 し て い る 。 こ の よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ と バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ と の 間 に
ス ペ ー サ ３ ０ が 配 置 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ と バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４
０ と の 間 に 所 定 の 間 隙 が 形 成 さ れ 、 干 渉 縞 の 発 生 、 お よ び 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 画 素 と バ ッ
ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ の レ ン ズ シ ー ト ４ ２ の ス ト ラ イ プ が 光 学 的 に 干 渉 す る こ と に よ っ て
生 じ る モ ア レ の 発 生 を 防 止 し て い る 。 ま た 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ と バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０
と の 間 に ス ペ ー サ ３ ０ を 配 置 す る こ と に よ っ て 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ と バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト
４ ０ と の 間 に 間 隙 が 形 成 さ れ て 液 晶 パ ネ ル １ ４ と レ ン ズ シ ー ト ４ ２ と が 当 接 せ ず 、 レ ン ズ
シ ー ト ４ ２ の 傷 つ き や 破 損 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト 固 定 枠 ５ ６ は 、 底 面 部 ５ ７ を 備 え 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ を 背 面 側 か
ら 固 定 す る 。 ま た 、 バ ッ ク ラ イ ト 固 定 枠 ５ ６ は 、 底 面 部 ５ ７ か ら 立 設 さ れ た 位 置 決 め 部 ５
８ を 複 数 備 え て い る 。 複 数 の 位 置 決 め 部 ５ ８ は 、 導 光 板 ４ ４ の 対 応 す る 端 面 ４ ６ ， ４ ７ の
形 状 に 合 わ せ た 形 状 を 持 ち 、 し か も 導 光 板 ４ ４ の 端 面 ４ ７ ， ４ ６ に 当 接 す る よ う に 形 成 さ
れ て お り 、 そ れ に よ っ て 導 光 板 ４ ４ を 底 面 部 ５ ７ と ほ ぼ 平 行 な 面 内 の 所 定 位 置 に 位 置 決 め
す る 。 し た が っ て 、 導 光 板 ４ ４ と バ ッ ク ラ イ ト 固 定 枠 ５ ６ を 短 い 工 数 で 高 精 度 に 位 置 合 わ
せ で き る 。 ま た 、 導 光 板 ４ ４ と バ ッ ク ラ イ ト 固 定 枠 ５ ６ と の 位 置 決 め を 、 両 面 テ ー プ な ど
を 用 い ず に 行 う こ と が で き る た め 、 両 面 テ ー プ の 貼 付 な ど の た め に 発 光 面 と し て 用 い る こ
と が で き な い 額 縁 領 域 ひ い て は 外 形 が 増 加 す る こ と が な く 、 両 面 テ ー プ な ど に よ っ て 重 量
や 厚 さ が 増 加 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 複 数 の 位 置 決 め 部 ５ ８ は 、 導 光 板 ４ ４ の 端 面 の う ち 蛍 光 管 ５ ０ が 配 置 さ れ て い な
い 端 面 ４ ７ ， ４ ６ を そ れ ぞ れ ほ ぼ 密 着 し て 覆 う 平 面 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 そ れ ら 位
置 決 め 部 ５ ８ お よ び 底 面 部 ５ ７ の 導 光 板 ４ ４ に 面 す る 側 は 、 十 分 な 光 反 射 率 を 備 え て 形 成
さ れ て い る た め 、 蛍 光 管 ５ ０ か ら の 光 を 高 い 効 率 で 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ ． ２ 　 表 示 パ ネ ル
  図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の 表 示 パ ネ ル と し て の 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４
は 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 端 部 付 近 （ 図 ３ に 示 し た 線 Ｈ － Ｉ に 沿 っ た 位 置 ） に お け る 詳 細 を 示
す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ は 、 石 英 ガ ラ ス ま た は 耐 熱 ガ ラ ス な ど で 形 成
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さ れ た 基 板 １ ６ の 表 面 に Ｉ Ｔ Ｏ (Indium Tin Oxide） 膜 か ら な る 画 素 電 極 １ ７ が マ ト リ ク
ス 状 に 形 成 さ れ た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ と 、 や は り 石 英 ガ ラ ス ま た は 耐 熱 ガ ラ ス
な ど で 形 成 さ れ た 基 板 ２ ５ の 表 面 に 対 向 電 極 ２ ６ が 形 成 さ れ た 対 向 基 板 ２ ４ と 、 こ れ ら の
基 板 間 に 封 入 、 挟 持 さ れ て い る 液 晶 ３ ５ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 ア ク テ ィ ブ
マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ で は 、 基 板 １ ６ の 表 面 の う ち 、 画 素 ス イ ッ チ ン グ 用 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ が 形
成 さ れ る 領 域 の 下 層 側 に は 予 め 遮 光 膜 １ ９ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 表 面 に 保 護 膜 ２ ０
が 形 成 さ れ た 後 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ お よ び 画 素 電 極 １ ７ が 形 成 さ れ 、 そ れ ら の 表 面 が 配 向 膜 ２ １
で 覆 わ れ た 構 成 に な っ て い る 。 な お 、 こ の 液 晶 パ ネ ル １ ４ を 用 い て カ ラ ー 表 示 を 行 う 場 合
に は 、 対 向 基 板 ２ ４ の 各 画 素 に 対 向 す る 領 域 に カ ラ ー フ ィ ル タ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ と 対 向 基 板 ２ ４ と は 、 そ れ ら の 間 に 分 散 配 置 さ れ た ギ ャ
ッ プ 材 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 所 定 間 隔 に 保 た れ 、 対 向 基 板 ２ ４ の 外 周 縁 に 沿 っ て 配 置 さ れ
た シ ー ル 材 ３ ６ に よ っ て 貼 り 合 わ さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基
板 １ ５ 、 対 向 基 板 ２ ４ 、 お よ び シ ー ル 材 ３ ６ に よ っ て 画 成 さ れ た 領 域 に 、 電 気 光 学 物 質 と
し て の 液 晶 ３ ５ が 封 入 さ れ て い る 。 こ こ で 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 シ ー ル 材 ３ ６ は 部 分 的
に 途 切 れ て 配 置 さ れ て お り 、 そ の 途 切 れ た 部 分 が 液 晶 注 入 口 ３ ７ と な っ て い る 。 こ の た め
、 対 向 基 板 ２ ４ と ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ と を 貼 り 合 わ せ た 後 、 シ ー ル 材 ３ ６ の 内
側 領 域 を 減 圧 状 態 に す る こ と に よ っ て 、 液 晶 注 入 口 ３ ７ か ら 液 晶 ３ ５ を 減 圧 注 入 す る こ と
が で き る 。 液 晶 注 入 口 ３ ７ は 、 液 晶 ３ ５ が 注 入 さ れ た 後 に 、 樹 脂 か ら な る 封 止 部 ３ ８ に よ
っ て 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ に お い て は 、 表 示 領 域 の 周 辺 に 位 置 す る 領 域 が 周 辺 回 路
領 域 と さ れ 、 こ の 領 域 に 、 画 素 ス イ ッ チ ン グ 用 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ と 同 時 形 成 さ れ た 駆 動 回 路 用
の Ｔ Ｆ Ｔ （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 構 成 さ れ た 走 査 線 駆 動 回 路 １ ７ １ や デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ ７
４ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ の 端 部 に 形 成 さ れ た 端 子 部 ２
３ は 、 対 向 基 板 ２ ４ か ら は み 出 し た 領 域 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 対 向 基 板 ２ ４ に は 、 シ ー ル 材 ３ ６ の 形 成 領 域 の 内 側 で あ っ て 表 示 領 域 で な い 領 域 を 遮 光
す る 遮 光 膜 ２ ７ 、 お よ び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ の 各 画 素 電 極 １ ７ の 境 界 領 域 に 対
応 す る 領 域 を 遮 光 す る 遮 光 膜 ２ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 遮 光 膜 ２ ７ 、 ２ ８
の 表 面 側 に 対 向 電 極 ２ ６ が 形 成 さ れ 、 対 向 電 極 ２ ６ を 覆 っ て 配 向 膜 ２ ９ が 形 成 さ れ て い る
。
  ま た 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ お よ び 対 向 基 板 ２ ４ の 光 入 射
側 お よ び 光 出 射 側 の 面 に 、 ノ ー マ リ ホ ワ イ ト モ ー ド ／ ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク モ ー ド の 別 に 応 じ
て 、 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト を 用 い て 形 成 さ れ た 偏 光 板 （ 偏 光 シ ー ト ） ３ ２ ， ３ ３ が 所 定 の 向
き に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ の 方 か ら 光 が 入 射 し て 、 対 向 基
板 ２ ４ の 方 か ら 出 射 さ れ る 構 成 に な っ て い る が 、 そ の 逆 に 、 対 向 基 板 ２ ４ の 方 か ら 光 が 入
射 し て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ の 方 か ら 出 射 さ れ る 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 液 晶 パ ネ ル １ ４ に お い て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ で は 、 デ
ー タ 線 （ 図 示 せ ず ） お よ び Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ を 介 し て 画 素 電 極 １ ７ に 印 加 し た 画 像 信 号 に よ っ て
、 画 素 電 極 １ ７ と 対 向 電 極 ２ ６ と の 間 に お い て 液 晶 ３ ５ の 配 向 状 態 を 画 素 毎 に 制 御 し 、 画
像 信 号 に 対 応 し た 所 定 の 画 像 を 表 示 す る 。 例 え ば 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ を Ｔ Ｎ モ ー ド で 構 成 し
た 場 合 に 、 一 対 の 基 板 間 （ ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ と 対 向 基 板 ２ ４ ） の 各 々 に 形 成
し た 配 向 膜 ２ １ ， ２ ９ に 対 し て ラ ビ ン グ 処 理 を 行 う 際 に ラ ビ ン グ 方 向 を 互 い に 直 交 す る 方
向 に 設 定 す る と 、 液 晶 ３ ５ は 、 基 板 間 で ９ ０ ° の 角 度 を も っ て 捩 じ れ 配 向 す る 。 こ の よ う
な 捩 じ れ 配 向 は 、 基 板 間 で 液 晶 ３ ５ に 電 場 を か け る こ と に よ っ て 解 放 さ れ る 。 し た が っ て
、 基 板 間 に 外 部 か ら 電 場 を 印 加 す る か 否 か に よ っ て 、 液 晶 ３ ５ の 配 向 状 態 を 画 素 電 極 １ ７
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が 形 成 さ れ て い る 領 域 毎 （ 画 素 毎 ） に 制 御 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 透 過 型 の 液 晶 パ
ネ ル １ ４ で あ れ ば 、 光 源 す な わ ち バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ４ ０ か ら の 光 は 、 入 射 側 の 偏 光 板
３ ２ に よ っ て 所 定 の 直 線 偏 光 に 揃 え ら れ た 後 、 液 晶 ３ ５ の 層 に 入 射 し 、 あ る 領 域 を 透 過 す
る 直 線 偏 光 は 、 旋 光 さ れ て 偏 光 面 が 捩 じ ら れ て 出 射 さ れ る 一 方 、 他 の 領 域 を 通 過 し た 直 線
偏 光 は 、 旋 光 さ れ ず 偏 光 面 が 捩 じ ら れ る こ と な く 出 射 す る 。 こ の た め 、 入 射 側 の 偏 光 板 ３
２ と 出 射 側 の 偏 光 板 ３ ３ を 互 い の 透 過 軸 が 直 交 す る よ う に 配 置 し て お け ば （ ノ ー マ リ ホ ワ
イ ト ） 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 出 射 側 に 配 置 さ れ た 偏 光 板 ３ ３ を 通 過 す る の は 、 液 晶 ３ ５ に よ
っ て 偏 光 面 が 捩 じ ら れ た 方 の 直 線 偏 光 の み で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 入 射 側 の 偏 光 板 ３ ２ と
透 過 軸 が 平 行 に な る よ う に 出 射 側 の 偏 光 板 ３ ３ を 配 置 し て お け ば （ ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク ） 、
液 晶 パ ネ ル １ ４ の 出 射 側 に 配 置 さ れ た 偏 光 板 ３ ３ を 通 過 す る の は 、 液 晶 ３ ５ に よ っ て 偏 光
面 が 捩 じ ら れ る こ と の な か っ た 直 線 偏 光 の み で あ る 。 よ っ て 、 液 晶 ３ ５ の 配 向 状 態 を 画 素
ご と に 制 御 す れ ば 、 任 意 の 情 報 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 し た が っ て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ に お い て デ ー タ 線 お よ び 画 素 ス イ ッ チ ン グ
用 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ を 介 し て 画 素 電 極 １ ７ に 画 像 信 号 を 供 給 す る と と も に 、 対 向 電 極 ２ ６ に も
所 定 の 電 位 を 印 加 す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ で は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
基 板 １ ５ の 表 面 の う ち 、 対 向 基 板 ２ ４ の 各 コ ー ナ ー 部 に 対 向 す る 部 分 に は 、 デ ー タ 線 な ど
の 形 成 プ ロ セ ス を 利 用 し て ア ル ミ ニ ウ ム 膜 （ 遮 光 性 材 料 ） か ら な る 上 下 導 通 用 の 第 １ 導 通
電 極 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 対 向 基 板 ２ ４ の 各 コ ー ナ ー 部 に は 、 対 向 電 極 ２ ６ の 形
成 プ ロ セ ス を 援 用 し て Ｉ Ｔ Ｏ 膜 （ 光 透 過 性 材 料 ） か ら な る 上 下 導 通 用 の 第 ２ 導 通 電 極 ３ ０
が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ れ ら の 上 下 導 通 用 の 第 １ 導 通 電 極 ２ ２ と 第 ２ 導 通 電 極 ３ ０
と は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 系 の 接 着 剤 成 分 に 銀 粉 や 金 め っ き フ ァ イ バ ー な ど の 導 電 粒 子 が 配 合 さ
れ た 導 通 材 ３ ９ に よ っ て 電 気 的 に 導 通 し て い る 。 そ の た め 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ で は 、 ア ク テ
ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ お よ び 対 向 基 板 ２ ４ の そ れ ぞ れ に 配 線 基 板 な ど を 接 続 し な く て も
、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ５ の み に 配 線 基 板 ３ ４ を 接 続 す る だ け で 、 ア ク テ ィ ブ マ ト
リ ク ス 基 板 １ ５ お よ び 対 向 基 板 ２ ４ の 双 方 に 所 定 の 信 号 を 入 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ５ は 、 上 述 の よ う な 構 造 を 持 つ 液 晶 パ ネ ル １ ４ の 電 気 的 な 構 成 を 模 式 的 に 示 す ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ ４ に は 、 表 示 領 域 １ ３ ０ と 周 辺 回 路 領 域
１ ７ ０ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 表 示 領 域 １ ３ ０ に は 、 デ ー タ 線 １ ３ １ お よ び 走 査 線 １ ３ ２ と 、 デ ー タ 線 １ ３ １ お よ び 走
査 線 １ ３ ２ に 接 続 さ れ た 画 素 ス イ ッ チ ン グ 用 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ と 、 こ の Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ を 介 し て デ
ー タ 線 １ ３ １ か ら 画 像 信 号 が 入 力 さ れ る 液 晶 セ ル １ ３ ５ が 存 在 す る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ と
液 晶 セ ル １ ３ ５ と を 含 ん で 形 成 さ れ る 各 画 素 は 、 容 量 線 １ ３ ３ と の 間 に 容 量 素 子 １ ３ ６ を
備 え 、 こ の 容 量 素 子 １ ３ ６ は 、 液 晶 セ ル １ ３ ５ に お け る 電 荷 の 保 持 特 性 を 高 め る 機 能 を 果
た し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 周 辺 回 路 領 域 １ ７ ０ は 、 走 査 線 駆 動 回 路 １ ７ １ お よ び デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ ７ ４ を 備 え て
い る 。 走 査 線 駆 動 回 路 １ ７ １ は 、 走 査 線 １ ３ ２ に 接 続 さ れ 、 シ フ ト レ ジ ス タ １ ７ ２ お よ び
レ ベ ル シ フ タ １ ７ ３ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ ７ ４ は 、 デ ー タ 線 １ ３ １ に
接 続 さ れ 、 シ フ ト レ ジ ス タ １ ７ ５ 、 レ ベ ル シ フ タ １ ７ ６ 、 ビ デ オ ラ イ ン １ ７ ７ 、 ス イ ッ チ
１ ７ ８ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ ． ３ 　 表 示 装 置 を 備 え た 電 子 機 器
  図 ６ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） 、 お よ び （ Ｃ ） は 、 本 実 施 形 態 の 表 示 装 置 で あ る 液 晶 表 示 装 置 １ ０
を 表 示 部 と し て 用 い た 電 子 機 器 の 例 を 示 す 外 観 図 で あ る 。 図 ６ （ Ａ ） は 、 携 帯 電 話 機 ８ ８
で あ り 、 そ の 前 面 上 方 に 液 晶 表 示 装 置 １ ０ を 備 え て い る 。 図 ６ （ Ｂ ） は 、 腕 時 計 ９ ２ で あ
り 、 本 体 の 前 面 中 央 に 液 晶 表 示 装 置 １ ０ を 用 い た 表 示 部 が 設 け ら れ て い る 。 図 ６ （ Ｃ ） は
、 携 帯 情 報 機 器 ９ ６ で あ り 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ か ら な る 表 示 部 と 入 力 部 ９ ８ と を 備 え て い
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る 。 こ れ ら の 電 子 機 器 は 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ の 他 に 、 図 示 し な い が 、 表 示 情 報 出 力 源 、 表
示 情 報 処 理 回 路 、 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 な ど の 様 々 な 回 路 や 、 そ れ ら の 回 路 に 電 力 を 供 給 す る
電 源 回 路 な ど か ら な る 表 示 信 号 生 成 部 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 表 示 部 に は 、 例 え ば 携 帯 情 報
機 器 の 場 合 に あ っ て は 入 力 部 ９ ８ か ら 入 力 さ れ た 情 報 等 に 基 づ き 表 示 信 号 生 成 部 に よ っ て
生 成 さ れ た 表 示 信 号 が 供 給 さ れ る こ と に よ っ て 表 示 画 像 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ が 組 み 込 ま れ る 電 子 機 器 と し て は 、 携 帯 電 話 機 、
腕 時 計 、 お よ び 携 帯 情 報 機 器 に 限 ら ず 、 ノ ー ト 型 パ ソ コ ン 、 電 子 手 帳 、 ペ ー ジ ャ 、 電 卓 、
Ｐ Ｏ Ｓ 端 末 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 、 ミ ニ デ ィ ス ク プ レ ー ヤ な ど 様 々 な 電 子 機 器 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ２ ． 　 ＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞
  第 ２ 実 施 形 態 は 、 表 示 領 域 と 端 子 部 と の 間 に 周 辺 回 路 領 域 が 存 在 し な い 点 が 第 １ 実 施 形
態 と は 異 な る 。 そ れ 以 外 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 そ の 説 明 を
省 略 す る 。 ま た 、 図 面 に お い て 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 各 部 に は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 の
符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ７ （ Ａ ） は 液 晶 パ ネ ル １ １ ０ と バ ッ ク ラ イ ト ４ ０ と を 示 す 模 式 的 な 平 面 図 で あ り 、 図
７ （ Ｂ ） は 図 ７ （ Ａ ） に 描 い た 線 Ｊ － Ｋ に 沿 っ た 位 置 に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 ７ （ Ａ ）
に 示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ １ ０ は 、 そ の 一 辺 に 沿 っ て 設 け ら れ た 端 子 部 ２ ３ と 、 端 子 部
２ ３ に 隣 接 す る 表 示 領 域 １ ３ ０ と を 備 え て 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て も 、 光 源
と し て の 蛍 光 管 ５ ０ は 、 液 晶 パ ネ ル １ １ ０ の 端 子 部 ２ ３ の 背 面 側 に 、 平 面 視 に お い て 液 晶
パ ネ ル １ １ ０ か ら は み 出 す こ と な く 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て
、 端 子 部 ２ ３ の 背 面 が 利 用 さ れ な い 空 間 と し て 残 っ た り 、 蛍 光 管 ５ ０ の 付 近 が 利 用 さ れ な
い 空 間 と し て 残 っ た り す る こ と が な い 。 そ の 結 果 、 利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減 し
、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ３ ． 　 ＜ 第 ３ 実 施 形 態 ＞
  第 ３ 実 施 形 態 は 、 液 晶 パ ネ ル に お い て 、 蛍 光 管 が 沿 う 辺 と は 異 な る 辺 に 沿 っ て 端 子 部 が
設 け ら れ 、 蛍 光 管 は 周 辺 回 路 領 域 の 背 面 に 配 置 さ れ て い る 点 が 、 第 １ 実 施 形 態 と は 異 な る
。 そ れ 以 外 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 ま
た 、 図 面 に お い て 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 各 部 に は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 の 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ８ （ Ａ ） は 液 晶 パ ネ ル １ １ ６ と バ ッ ク ラ イ ト ４ ０ と を 示 す 模 式 的 な 平 面 図 で あ り 、 図
８ （ Ｂ ） は 図 ８ （ Ａ ） に 描 い た 線 Ｒ － Ｓ に 沿 っ た 位 置 に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 ８ （ Ａ ）
に 示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ １ ６ は 、 そ の 一 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 端 子 部 １ １ ７ と 、 表 示
領 域 １ ３ ０ と 、 表 示 領 域 １ ３ ０ の 三 辺 の そ れ ぞ れ に 沿 っ て 設 け ら れ た 周 辺 回 路 領 域 １ ７ ０
と を 備 え て 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 光 源 と し て の 蛍 光 管 ５ ０ が 、 周 辺 回
路 領 域 １ ７ ０ の 背 面 側 に 、 平 面 視 に お い て 液 晶 パ ネ ル １ １ ６ か ら は み 出 す こ と な く 配 置 さ
れ て い る 。 し た が っ て 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 周 辺 回 路 領 域 １ ７ ０ 背 面 側 の 空 間 が 利 用
さ れ る 。 ま た 、 蛍 光 管 ５ ０ の 付 近 が 利 用 さ れ な い 空 間 と し て 残 る こ と が な い 。 そ の 結 果 、
利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減 し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ４ ． 　 ＜ 第 ４ 実 施 形 態 ＞
  第 ４ 実 施 形 態 は 、 表 示 領 域 の 対 向 す る 二 辺 の そ れ ぞ れ に 沿 っ て 形 成 さ れ た 周 辺 回 路 領 域
を 延 長 し た 領 域 に 、 線 光 源 と し て の 蛍 光 管 の 無 発 光 領 域 が 位 置 す る よ う に 、 蛍 光 管 が 配 置
さ れ て い る 点 、 な ら び に 、 液 晶 パ ネ ル の 短 い 辺 に 沿 っ て 蛍 光 管 お よ び 端 子 部 が 配 置 さ れ て
い る 点 が 、 第 １ 実 施 形 態 と は 異 な る 。 そ れ 以 外 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 構 成 さ
れ て お り 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 図 面 に お い て 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 各 部 に は 、
第 １ 実 施 形 態 と 同 一 の 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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　 ４ ． １ 　 液 晶 表 示 装 置
  図 ９ （ Ａ ） は 液 晶 パ ネ ル １ ４ と バ ッ ク ラ イ ト ４ ０ と を 示 す 模 式 的 な 平 面 図 で あ り 、 図 ９
（ Ｂ ） は 図 ９ （ Ａ ） に 描 い た 線 Ｐ － Ｑ に 沿 っ た 位 置 に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 ９ （ Ａ ） に
示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ ２ ２ は 、 そ の 表 示 領 域 １ ３ ０ の 短 い 辺 １ ２ ７ に 沿 っ て 形 成 さ れ
た 端 子 部 １ １ ７ と 、 表 示 領 域 １ ３ ０ と 、 端 子 部 １ １ ７ の 長 さ 方 向 と ほ ぼ 直 交 し 表 示 領 域 １
３ ０ の ２ つ の 辺 １ ２ ６ に 沿 っ て 設 け ら れ た ２ つ の 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ す な わ ち 第 １ の 周 辺
回 路 領 域 と 、 端 子 部 １ １ ７ に 沿 っ て 設 け ら れ た 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ４ す な わ ち 第 ２ の 周 辺 回
路 領 域 と を 備 え て 形 成 さ れ て い る 。 線 光 源 と し て の 蛍 光 管 ５ ０ は 、 端 子 部 １ １ ７ の 背 面 側
に 、 平 面 視 に お い て 液 晶 パ ネ ル １ ２ ２ か ら は み 出 す こ と な く 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て
、 蛍 光 管 ５ ０ は 、 平 面 視 に お い て 、 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ の 長 さ 方 向 と ほ ぼ 直 交 し て い る 。
ま た 、 蛍 光 管 ５ ０ は 、 そ の 両 端 部 が 殆 ど 発 光 し な い 無 発 光 領 域 １ ２ ５ と な っ て お り 、 無 発
光 領 域 １ ２ ５ が 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ を 長 さ 方 向 に 延 長 し た 位 置 に あ る よ う に 、 配 置 さ れ て
い る 。 導 光 板 ４ ４ は 蛍 光 管 ５ ０ に ほ ぼ 接 す る 状 態 で 配 置 さ れ 、 端 子 部 ２ ３ を 除 く 液 晶 パ ネ
ル １ ２ ２ の 平 面 形 状 に ほ ぼ 対 応 す る 平 面 形 状 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 液 晶 パ ネ ル １ ２ ２ に お い て 表 示 領 域 １ ３ ０ の 対 向 す る 二 辺 に 沿 っ
て 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ を そ の 長 さ 方 向 に 延 長 し た
位 置 に 蛍 光 管 ５ ０ の 無 発 光 領 域 １ ２ ５ が 位 置 す る よ う に 蛍 光 管 ５ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 し
た が っ て 、 蛍 光 管 ５ ０ の 無 発 光 領 域 １ ２ ５ に 対 応 す る た め 、 光 の 放 射 量 が 少 な い 導 光 板 ４
４ の 領 域 は 、 表 示 領 域 １ ３ ０ の 対 向 す る 二 辺 に 沿 っ た 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ に 対 し て 光 を 放
射 す る 領 域 と な る 。 そ の た め 、 表 示 領 域 １ ３ ０ に 対 応 す る 導 光 板 ４ ４ の 領 域 か ら の 光 は 、
蛍 光 管 ５ ０ の 無 発 光 領 域 １ ２ ５ に よ っ て 影 響 を 殆 ど 受 け な い こ と と な る 。 そ の 結 果 、 輝 度
む ら の 少 な い 液 晶 表 示 装 置 １ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 図 ９ （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 線 光 源 と し て の 蛍 光 管 ５ ０ は 、 液 晶 パ
ネ ル １ ２ ２ の 端 子 部 ２ ３ の 背 面 側 に 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ に お
い て 、 端 子 部 ２ ３ の 背 面 側 が 利 用 さ れ な い 空 間 と し て 残 る こ と が な い 。 そ の 結 果 、 利 用 さ
れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減 し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 平 面 視
に お い て 液 晶 パ ネ ル １ ２ ２ か ら は み 出 す こ と な く 蛍 光 管 ５ ０ を 配 置 す れ ば 、 蛍 光 管 ５ ０ の
付 近 が 利 用 さ れ な い 空 間 と し て 残 る こ と も な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 さ ら に 、 液 晶 パ ネ ル １ ２ ２ に お い て は 、 表 示 領 域 １ ３ ０ と 端 子 部 ２ ３ と の 間 に 周 辺 回 路
領 域 １ ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 導 光 板 ４ ４ は 表 示 領 域 １ ３ ０ お よ び 周 辺 回 路 領 域
１ ２ ３ ， １ ２ ４ を 含 む 領 域 の 背 面 側 全 体 に 位 置 し て 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 蛍 光 管 ５
０ に 最 も 近 い 領 域 の 導 光 板 ４ ４ は 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ４ の 背 面 側 に 位 置 す る こ と に な る 。 そ
の た め 、 蛍 光 管 ５ ０ に 近 い 領 域 の 導 光 板 ４ ４ か ら 放 射 さ れ る 、 輝 度 む ら が 大 き い 傾 向 を 持
つ 光 は 、 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ４ に 対 し て 放 射 さ れ 、 表 示 領 域 １ ３ ０ に 対 し て は 放 射 さ れ な い
。 そ の 結 果 、 表 示 領 域 １ ３ ０ に お け る 輝 度 む ら を 小 さ く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ４ ． ２ 　 第 ４ 実 施 形 態 の 変 形 例
  ４ ． ２ ． １ 　 上 記 に お い て は 、 液 晶 パ ネ ル が 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ （ 第 １ の 周 辺 回 路 領 域
） に ほ ぼ 直 交 す る 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ４ （ 第 ２ の 周 辺 回 路 領 域 ） を 備 え 、 周 辺 回 路 領 域 １ ２
４ に 沿 っ て 端 子 部 ２ ３ が 設 け ら れ た 例 を 示 し た 。 し か し な が ら 、 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ４ （ 第
２ の 周 辺 回 路 領 域 ） を 設 け ず 、 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ と ほ ぼ 直 交 す る 表 示 領 域 １ ３ ０ の 辺 に
沿 っ て 端 子 部 ２ ３ を 設 け 、 蛍 光 管 ５ ０ を そ の 端 子 部 ２ ３ の 背 面 側 に 設 け て も よ い 。 こ の 場
合 に お い て も 、 表 示 領 域 １ ３ ０ に 対 応 す る 導 光 板 ４ ４ の 領 域 か ら の 光 は 、 蛍 光 管 ５ ０ の 無
発 光 領 域 １ ２ ５ に よ っ て 影 響 を 殆 ど 受 け な い こ と と な る 。 そ の 結 果 、 輝 度 む ら の 少 な い 液
晶 表 示 装 置 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ４ ． ２ ． ２ 　 上 記 に お い て は 、 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ す な わ ち 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 に ほ ぼ

10

20

30

40

50

(11) JP 2006-313364 A 2006.11.16



直 交 す る 位 置 に 端 子 部 ２ ３ が 設 け ら れ 、 蛍 光 管 ５ ０ は そ の 端 子 部 ２ ３ の 背 面 側 に 配 置 さ れ
る 例 を 示 し た 。 し か し な が ら 、 端 子 部 ２ ３ を 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ３ に 沿 っ た 位 置 に 設 け 、 蛍
光 管 ５ ０ を 周 辺 回 路 領 域 １ ２ ４ す な わ ち 第 ２ の 周 辺 回 路 領 域 の 背 面 側 に 設 け て も よ い 。 こ
れ に よ っ て も 、 平 面 視 に お い て 液 晶 パ ネ ル １ ２ ２ か ら は み 出 す こ と な く 蛍 光 管 ５ ０ を 配 置
す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 備 え た 表 示 装 置 に お い て 、
利 用 さ れ な い で 残 さ れ る 空 間 を 削 減 し 、 小 型 ・ 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ５ ． 　 ＜ 他 の 変 形 例 ＞
  こ こ で 、 前 述 し た 各 実 施 形 態 に 適 用 可 能 な 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。 下 記 の 各 変 形 例 に
お い て は 前 述 し た 各 実 施 形 態 と 異 な る 点 の み 記 載 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ５ ． １ 　 前 述 し た 各 実 施 形 態 に お い て は 、 光 源 と し て 冷 陰 極 ラ ン プ な ど の 蛍 光 管 を 用 い
る 例 を 示 し た が 、 第 １ ～ 第 ３ 実 施 形 態 に お い て は 、 光 源 と し て 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ）
な ど を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ５ ． ２ 　 前 述 し た 各 実 施 形 態 に お い て は 、 液 晶 パ ネ ル と し て 、 三 端 子 型 の ス イ ッ チ ン グ
素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin Film Transistor） を 用 い た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 パ ネ
ル を 示 し た 。 し か し な が ら 、 液 晶 パ ネ ル と し て は 、 こ れ に 限 ら ず 、 駆 動 方 式 で 言 え ば 、 パ
ネ ル 自 体 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 用 い な い 単 純 マ ト リ ッ ク ス 型 の 液 晶 パ ネ ル や ス タ テ ィ ッ ク
駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル 、 ま た 、 他 の 三 端 子 型 ス イ ッ チ ン グ 素 子 あ る い は 二 端 子 型 ス イ ッ チ ン
グ 素 子 例 え ば Ｔ Ｆ Ｄ （ Thin Film Diode） や Ｍ Ｉ Ｍ （ Metal-Insulator-Metal） を 用 い た ア
ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 の 液 晶 パ ネ ル 、 電 気 光 学 特 性 で 言 え ば 、 Ｔ Ｎ 型 、 Ｓ Ｔ Ｎ 型 、 ゲ ス
ト ホ ス ト 型 、 相 転 移 型 、 強 誘 電 型 な ど 、 種 々 の タ イ プ の 液 晶 パ ネ ル を 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ５ ． ３ 　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 述 し た 各 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 ま た は 特 許 請 求 の 範 囲 の 均 等 範 囲 内 で さ ら に 各
種 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 模 式 的 な 分 解 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 、 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 液 晶 パ ネ ル と バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ
ッ ト と を 示 す 模 式 的 な 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） に 描 い た 線 Ｌ － Ｍ に 沿 っ た 位 置 に
お け る 模 式 的 な 断 面 図 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 パ ネ ル を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 し た 線 Ｈ － Ｉ に 沿 っ た 位 置 に お け る 部 分 断 面 図 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 パ ネ ル の 電 気 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 第 １ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 を 用 い た 電 子 機 器 を 示 す 外 観 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 携
帯 電 話 機 で あ り 、 （ Ｂ ） は 腕 時 計 で あ り 、 （ Ｃ ） は 携 帯 情 報 機 器 。
【 図 ７ 】 （ Ａ ） は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 液 晶 パ ネ ル と バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ
ッ ト と を 示 す 模 式 的 な 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） に 描 い た 線 Ｊ － Ｋ に 沿 っ た 位 置 に
お け る 模 式 的 な 断 面 図 。
【 図 ８ 】 （ Ａ ） は 、 第 ３ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 液 晶 パ ネ ル と バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ
ッ ト と を 示 す 模 式 的 な 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） に 描 い た 線 Ｒ － Ｓ に 沿 っ た 位 置 に
お け る 模 式 的 な 断 面 図 。
【 図 ９ 】 （ Ａ ） は 、 第 ４ 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 液 晶 パ ネ ル と バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ
ッ ト と を 示 す 模 式 的 な 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） に 描 い た 線 Ｐ － Ｑ に 沿 っ た 位 置 に
お け る 模 式 的 な 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 １ ０ … 液 晶 表 示 装 置 、 １ ４ ， １ １ ０ ， １ １ ６ ， １ ２ ２ … 液 晶 パ ネ ル 、 ２ ３ ， １ １ ７ … 端
子 部 、 ４ ０ … バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 、 ４ ４ … 導 光 板 、 ５ ０ … 蛍 光 管 （ 光 源 ） 、 ８ ８ … 携 帯
電 話 機 （ 電 子 機 器 ） 、 ９ ２ … 腕 時 計 （ 電 子 機 器 ） 、 ９ ６ … 携 帯 情 報 機 器 （ 電 子 機 器 ） 、 １
２ ３ … 周 辺 回 路 領 域 （ 第 １ の 周 辺 回 路 領 域 ） 、 １ ２ ４ … 周 辺 回 路 領 域 （ 第 ２ の 周 辺 回 路 領
域 ） 、 １ ２ ５ … 無 発 光 領 域 、 １ ２ ６ … 辺 （ 二 辺 ） 、 １ ２ ７ … 辺 （ 他 の 辺 ） 、 １ ３ ０ … 表 示
領 域 、 １ ７ ０ … 周 辺 回 路 領 域 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(15) JP 2006-313364 A 2006.11.16



专利名称(译) 显示装置和使用其的电子设备

公开(公告)号 JP2006313364A 公开(公告)日 2006-11-16

申请号 JP2006154854 申请日 2006-06-02

[标]申请(专利权)人(译) 精工爱普生株式会社

申请(专利权)人(译) 精工爱普生公司

[标]发明人 伊藤友幸

发明人 伊藤 友幸

IPC分类号 G09F9/00 F21V8/00 G02F1/13357 F21Y103/00

FI分类号 G09F9/00.336.J F21V8/00.601.Z G09F9/00.350.Z G02F1/13357 F21Y103/00 F21S2/00.444 F21V8/00.
300

F-TERM分类号 2H091/FA23Z 2H091/FA42Z 2H091/FD01 2H091/FD11 2H091/LA11 5G435/AA01 5G435/AA18 5G435
/BB12 5G435/CC09 5G435/EE27 5G435/EE47 2H191/FA71Z 2H191/FA82Z 2H191/FD01 2H191/FD31 
2H191/LA11 2H391/AA15 2H391/AB03 2H391/AB04 2H391/AC23 2H391/AC53 2H391/AC54 2H391
/AD08 3K244/AA01 3K244/AA02 3K244/BA08 3K244/BA11 3K244/BA19 3K244/BA26 3K244/BA28 
3K244/BA32 3K244/CA03 3K244/DA01 3K244/DA05 3K244/EA03 3K244/EA12 3K244/GA01

代理人(译) 宫坂和彦

外部链接 Espacenet

摘要(译)

在具有的面光源装置，以减少空间中的显示装置被留下而未被使用时，
它可以减小尺寸和厚度，提供一种能够减少亮度不均的显示装置。 液晶
面板包括显示区域，沿显示区域的两个相对侧形成的外围电路区域，以
及沿显示区域的另一侧形成的外围电路区域外围电路区域124与外围电路
区域123基本正交，并且端子部分23沿外围电路区域124形成。背光单元
40包括导光板44和沿导光板44的一个端面布置的荧光管50。荧光管50具
有一个非发射区125在两端处几乎不发光，在平面图中，基本上正交于显
示区域130的侧部126，并没有在一个位置在纵向方向上延伸的外围电路
区域123并且，在发光区域125所处的状态下，配置在端子部23的后侧。 
9系统技术领域

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/675f517c-b948-44dd-b328-f78a79bd2839
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037534845/publication/JP2006313364A?q=JP2006313364A

